

















































































































した。その後、遠心分離機にかけ、,000 g 、4 ℃にて10分の遠心分離を行なっ
た。用いた抽出液は水 100 %、水 50 % とエタノール 50 % の混合溶液及びエタ
ノール 100 ％ であった。
④　フリーラジカルの分析方法
DPPHラジカル溶液はエタノールに溶解し、0 μM 濃度を使用した。次いで、




また、15 μM　DPPHラジカルを半減する濃度 （IC₅₀） を求め、ラジカル消去
作用の比較を行なった。なお測定は回行い、平均値で示した。
電 子 ス ピ ン 共 鳴 装 置 の 測 定 条 件 は 以 下 に 示 し た。Power : 12 mW、
center feld : 6.5 ± 10 mT、sweep tme : 0.5 sec、feld modulaton wdth : 

































濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
水抽出 100 90 73 64 12 6
水＋エタノール抽出 100 87 86 68 9 7












濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
水抽出 100 90 85 72 13 7
水＋エタノール抽出 100 94 91 71 11 7












濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
水抽出 100 90 85 72 13 7
水＋エタノール抽出 100 94 91 71 11 7












濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
水抽出 100 94 91 91 69 9
水＋エタノール抽出 100 100 100 87 26 12
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濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
生 100 100 99 82 18 9












濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
生 100 100 100 84 79 14












濃度（�） 0 0.01 0.1 1 10 100
生 100 85 82 43 20 17












































β－カロテンの含有量は,00μg /100 gで、コマツナの,100μg /100 gを上
回る。β－カロテンには抗酸化作用があり、ガンや老化の予防に期待できる。
カルシウムはホウレン草が49 mg/100 gであるのに対して、オカヒジキは約














栄養成分 オカヒジキ ホウレン草 キャベツ
エネルギ （ーkcal） 17 20 2
食物繊維（g） 2.5 2.8 1.8
ビタミンＣ（mg） 21 5 41
ビタミンE（mg） 1 2.1 0.1
カリウム（mg）* 680 690 200
カルシウム（mg）* 150 49 4
鉄（mg）* 1. 2 0.
マグネシウム（mg）* 51 69 14
カロテン（μg）* 00 4200 50
ビタミンＡ（レチノール当量）（μg） 550 700 8
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